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Abstract: 
The purpose of this paper is to develop a new Circulating cooling device which is 
 superiorto existing ones in convenience and portability. We tried to make it possible for  
those whodo not have expertise or technique in Cold therapy to use the new product  
easily and simply. As a result, we could examine an appliance which is highly efficient 













有酸素性能力向上などの効果がある[1]．その歩行を 1 日 1 時間以上行うだけで，平均余命は
























2．1 Pre 実験１（装置検証時に実施するアイシングの部位決め） 
大阪城ナイトランの参加者 38 名（男性 20 名，女性 18 名）を対象に問診調査（年齢，性
別，運動習慣，運動時間，運動歴，下肢の痛み）を実施した． 
 
2．2 Pre 実験 2（装置検証時に実施するアイシングの時間決め）    
本校に所属する男性 14 名を対象に，カーフレイズを all out まで至らしめた後に氷嚢を



















VAS 法にて 10 段階評価にて下腿部の主観的冷却感覚を 3 分毎に測定する． 
2．4．2 踵部皮膚温度 



































図 1 問診調査の結果 図 2 寒冷療法の痛みの経過に関して 















3．1 Pre 実験 1 









3．3 VAS 法による主観的冷却感覚の測定 










もに常時 95％以上の濃度を示している（図 5）． 
 
3．6 使用感調査 
 本研究で作成した装置と一般的なアイシングの使用感の比較では，16 名中 13 名が装置の
方が簡単に使用できると感じていた（図 6）． 
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